
 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．令和３年度高校生模擬議会における 

政策提案等 



－ 13 － 

まず前提としてあげられる点は、質問(1)「これまで青森県のこと（例えば、青森県の現状、青森県

の活性化、未来など）を考えたことがありましたか。」に対する回答である。事前アンケートだけの回

答だが、これまで青森県のことを考えたことがあった生徒は 42.3％にすぎなかった。つまり多くの高

校生は、自分にとって身近な地域の問題を考えたことがなかったことが確認できる。 

政治は、「首相に誰が指名されるか」や「国際関係の動向」だけではない。小中学校の統廃合や街の

活性化のための補助金の分配などが、一番身近な例としてあげられるはずである。しかしこの回答か

ら、現代の高校生が持つ生活実感と政治認識の乖離が認められるため、「政治は身近にある」ことを確

認させていく必要がある。 

 

その点については、質問(2)「グループワークを通して、『青森県の活性化』」が身近になったと回答

した生徒が、38.3％から 89.9％になったこと、さらに質問(4)「自分自身の生活と政治」の関連性につ

いて、「非常に関係している」との認識が 18.3％から 35.0％になったことから、グループワークを通し

て、青森県の「活性化」の理解＝「課題の確認」を行い、その解決方法のひとつが「政治」であり、自

分の生活と政治の関連性を意識させることが出来た点に注目したい。 

 

このように自分と政治の関連性が認識できたからこそ、質問(3)「『高校生模擬議会』グループワー

クを通して、『政治や選挙』に対して関心」を持った、少し持ったと回答した生徒が 31.4％から 90.2％

と大幅に増加すると同時に、質問(5)「18歳になったら投票に行こうと考え」る生徒が 80.6％から

93.7％になったのである。 

 

さらにここで強調しておきたい点は、この「投票に行こう」と考えた生徒は、「投票に行きなさい」

と背中を押された生徒ではなく、質問(2)と質問(4)の分析で指摘したように、自分の生活と政治の関連

性を認識した生徒であり、投票行動などの政治意識が高く、長続きすることが期待されている。 

このようなメリットのあるグループワークは、今後も続けて実施してもらえることを願っている。 

以上、長い解説となったが、今年度の高校生模擬議会グループワークの総括としたい。 

青森県議会議長からの総評 

   青森県議会議長 

   三 橋  一 三 

青森北高等学校、六ヶ所高等学校、青森中央高等学校の皆さんには、コロナ禍で制約が多

い中、様々な資料を調べ、話し合いを重ねて、政策提案をまとめていただきありがとうござ

います。 

本会議場で模擬議会を開催し、直接皆さんの熱い発表を聞いて、議論を深めることができ

なかったことは大変残念ですが、どの提案も大変興味深く、私達では思いつかないような高

校生らしい視点を持った斬新な提案が数多くありました。 

青森北高等学校の皆さんからは、「青森県の人口減少問題」をテーマに、特に若者の県外流

出に着目して提案をいただきました。人口減少問題を「ＡＯＭＯＲＩ ２０４５問題」と名

付け、すぐそこに迫る危機として、高校生も当事者として取り組むことの大切さを訴える内

容は非常に重要な視点であると思います。また、調査・検討したことを８つの政策提言と４

つのキーワードとしてよく整理できていました。 

 六ヶ所高等学校の皆さんからは、「健康のために食生活を改善し、健康寿命を伸ばそう！」

をテーマに提案をいただきました。いかに若い頃から健康食や運動の習慣を身につけるか、

年齢を重ねてもその習慣を続けられるかが大事であり、「健康食の日」をつくるという提案は、

県が行っている減塩の「だし活」と野菜摂取の「だす活」等と組み合わせていくことで、非常

に有効な取組となる可能性があります。 

 青森中央高等学校の皆さんからは、「青森県の人口問題～青森県の魅力を伝えよう～」をテ

ーマに提案をいただきました。ご当地イベント等と連動したＳＮＳの活用策は、皆さんにと

って一番身近なツールであるからこそ提案できたものだと思います。英語圏やアジア圏に向

けた＃（ハッシュタグ）の活用は、まだまだ伸びしろがありそうな分野であり、皆さんのア

イデアでどんどん「バズらせる」ことができるかもしれません。

 今回の皆さんからの政策提案については、県議会において、しっかりと受け止めさせてい

ただき、今後の県政発展の一つの材料として、参考とさせていただきたいと思います。 

将来の青森県を担うのは、皆さんをはじめとする若い方々です。今後も、政治や選挙に関

心を持ち続けていただき、全ての人にとってふるさと青森県が大好きな誇れる県となるよう

に、一緒に考えて行きましょう。 
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青森県議会広報図書委員長からの挨拶 

青森県議会広報図書委員会 

委員長 工 藤 義 春 

 私ども、県議会広報図書委員会では、県民に開かれた議会を実現するため、議会の広報・広聴な

どについて協議・調整を行っており、毎年度、県議会を代表して、高校生模擬議会に参加していま

す。 

 この度、２月９日に本会議場での開催を予定していた令和３年度「高校生模擬議会」については

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となり、大変残念に思っています。 

 これまで準備してきた先生方や生徒の皆さんが、政策提案を作成し、プレゼンするのを非常に楽

しみにしていただけに、各高等学校もそうだと思いますが、我々委員も残念でなりません。 

 さて、皆さんからの政策提案資料を拝見させていただきましたが、非常に良く研究、勉強されて

いて、青森県を思う強い気持ちが伝わってきました。 

そこで、委員から各校の御提案に対して、コメントを出させていただいたところです。本冊子

に掲載されていますので、御覧いただければ幸いです。 

 皆様からいただいた御提案については、私たち委員も、議員として県政に活かしていきたいと考

えます。 

また、広報図書委員会の主な活動の１つを紹介しますと、県民に議会の活動内容を広く御理解い

ただくため、「あおもり県議会だより」を発行しています。 

 この「あおもり県議会だより」は、各御家庭のほか、高校にも配布していますので、皆様にお

かれましても、是非御覧いただき、県議会の活動に対して、より一層関心を持っていただくこと

をお願いいたします。 

 今回皆さんが取り組んだ研究政策は、必ずやこれからの人生の糧となるに違いありません。これ

からも青森県愛を一層育んでくれますようお願い申し上げます。 

終わりに、皆様方の益々の御活躍と御多幸を御祈念申し上げあいさつといたします。 


